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康で福祉が充実したまち

要 施策の目的 障がいのある人が、住み慣れた地域で、自分らしく自立した生活を送ることができる社会を実現すること。

施策の方向 地域共生社会の実現

地域共生社会の実現に向けた各種啓発イベントの実施や障がい者施策推進アドバイザーの活動支援、情報保障として手話通訳者や要約筆記者の派遣等、外出しやすくす
■ 計画どおり   

令和　３年度 るための支援を行った。
□ 遅延         

の評価 さらに地域の支援事業所・施設の機能強化を進め、障がいの有無に関わらず安心して暮らすことのできる地域共生社会の実現に寄与することができた。
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も地域共生社会の実現に向け、障害のある人への理解促進と暮らしやすい環境づくりの推進及び地域の支援事業所・施設の機能強化を進めていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 
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